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は，CT 像と三次元画像解析を用いて変形性股関節症（hip osteoarthritis: hip OA と略）に伴う仙
腸関節の変性の特徴を明らかにすることを目的とした． 
申請者は，2014 年 4 月から 2016 年 1 月までに hip OA に対する人工股関節全置換術の術前に
骨盤 CT 像が撮像された女性 31 例を対象とした．2017 年 2 月から 4 月までに他施設で撮像さ
れた全腹部 CT 像の中で年齢と性別の背景を一致させた 34 例を対照群とした．単純 X 線像を用
いて hip OA の進行度を評価した．CT 横断像で仙腸関節の変性を，関節裂隙の狭小化，骨棘，
軟骨下骨の硬化像，骨囊胞，バキューム現象で点数化した．CT 像を三次元再構成し仙腸関節
内のバキューム現象の容量と位置を解析した．  
hip OA の進行度は全例で少なくとも片側で 3 度以上であった．hip OA 群の関節裂隙の狭小化
のスコアは hip OA 群 3.8±0.5 点，対照群 2.8±0.9 点，バキューム現象のスコアは hip OA 群 2.0
±0 点，対照群 1.3±0.9 点であり，それぞれ hip OA 群で有意に高かった．骨棘のスコアは hip OA
群で 2.7±0.7 点であり，対照群の 3.6±0.6 点と比べて有意に低かった．hip OA 群のバキューム
現象の容量の中央値は 273mm3であり，対照群の 0mm3と比較して有意に大きかった．2 群とも
に仙腸関節の変性スコアとバキューム現象の容量との間に弱い相関を認めた．バキューム現象
の大部分は仙腸関節の前方頭側に限局していた． 
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